
【１】 はじめに １月 １日（水）
【２】 足立区 ２月 １日（日）
【３】 荒川区 ３月２３日（日）
【４】 板橋区 ３月３０日（日）
【５】 江戸川区 ４月１９日（土）
【６】 大田区 ４月２７日（土）
【７】 葛飾区 ５月３１日（土）
【８】 北区 ４月２９日（火）
【９】 江東区 ５月 ２日（金）

【１０】 品川区 ５月 ４日（日）
【１１】 渋谷区 ６月１４日（土）

【１２】 新宿区 ６月２１日（土）
【１３】 杉並区 ７月１９日（土）

【１４】 墨田区 ７月２７日（日）
【１５】 世田谷区 ８月 ９日（土）

【１６】 台東区 ８月１３日（水）
【１７】 中央区 ８月
【１８】 千代田区 ９月
【１９】 豊島区 ９月
【２０】 中野区 １０月
【２１】 練馬区 １０月
【２２】 文京区 １１月
【２３】 港区 １１月

東京２３区探索徒歩の旅

【１６】 台東区

２０１４年８月１３日（水）

２.台東区紹介

１）全体

江戸時代を通じて、東京で最も古い市街地のひとつで、浅草にある浅草寺は建立1400年の歴史となる。

江戸時代は元禄文化（町民文化）が息づき、明治期からは美術館や博物館が建築され、東京芸術大学

などアートの発信地ともなっている。関東大震災（1923年（大正12年））や第二次大戦にも焼け残った

浅草橋界隈の問屋街などにはいまだ大正、昭和初期の街並みや風情が残っている。

区の中心駅である上野駅は古くから北関東・東北地方からの玄関口と知られ、新幹線も停車する。

面積は23区の中で最も狭い。区は全般的に商業地であるため、純粋な住宅地は一部で、供給量も

少ない。

１．旅前の台東区の印象

台東区は、小生の人格構成にとって、非常に重要な場所である。幼年期時代、最高の遊び場は浅草の

花やしき（遊園地）、新世界（ゲーム）であり、最高に幸せな所は上野の松坂屋（デパート）で、おもちゃ

売り場への放し飼いとレストランのマカロニグラタン御馳走であった。また、上野動物園で動物愛に

目覚めた。小中学校時代は上野の博物館や美術館で若干科学、技術、芸術に目覚めたが、鶯谷駅で

上野駅から発車する特急群を見るのが一番好きだった。高専・青春時代の台東区の影響度は大きく、

南千住→山谷→吉原→浅草→田原町→上野→御徒町のゴールデンルート（含本日のルート）により、

多くの社会勉強が実施された。現在も台東区は小生にとって、訪れるとホッとする都会のオアシスで

ある。今回、一気通貫で旅がすることは、とても幸せである。



３．今回の台東区徒歩の旅

１）ルートと全体概要

（１）往路

大月駅→（中央本線）→神田駅→（山手線）→秋葉原駅→（地下鉄日比谷線）→南千住駅

（２）徒歩の旅

南千住駅 → 涙橋 → 山谷 → 吉原大門 → 浅草 → かっぱ橋通り → 稲荷町 →

上野駅 → 鶯谷 → 谷中寺町 → 上野公園 → アメヤ横丁 → 御徒町 → 鳥越神社

→ 人形問屋街 → 浅草橋駅

（３）復路

浅草橋駅→（総武線）→秋葉原駅→（山手線）→東京駅→（中央本線）→日野駅

アメヤ横丁

涙橋

吉原大門

（財）古都保存財団が選定する「美しい日本の歴史的風土100選」において、次世代に残す美しい日本

の歴史的風土が、良好に保存されている全国の事例の一つとして寛永寺・上野公園周辺、谷中の

街並みが選ばれた。 ル・コルビュジェの国立西洋美術館などを世界遺産登録などを目指している。

東京国立博物館表慶館や東京国立博物館など国の重要文化財が多い区である。

２）名称由来

両区（上野、浅草）ともに下町文化の根付く由緒ある土地のため、合併後の名称は紛糾した。

様々な案が考え出され、最終的に下谷区側の案は「上野区」、浅草区側の案は「東区」に収束したが、

結局まとまらず、都知事の案により下谷区台東小学校にて既に採用されていた「台東」の語を用い

「台東区」を区名とした。上野の高台の「台」と、上野の東側にある下谷と浅草の下町を連想する「東」を

組合わせたもので、康煕字典にめでたい意味で載る瑞祥地名でもある。

かっぱ橋通り

山谷

谷中寺町

鳥越神社

人形問屋街



２）徒歩の旅 ドキュメント
４時４５分

起床。
外は曇、まだ若干暗い。

空気はひんやりしていて清々しい。

今日は夏休み中日。
東京２３区徒歩の旅の１５回目、台東区に行く。、

朝食は、ごはん、豆腐とわかめの味噌汁、焼鮭

メロンの御新香（一昨日水戸で買ってきた）、トマトジュース。
今日も家内に大月駅まで青い折笠プリウスαで送って貰う。

夕方、日野の実家で会いましょう。

５時３７分
中央特快東京行発車。

かすみが掛った山々が、とても綺麗である。
乗換駅の神田までパソコンで旅行データを入力する。

途中、神田駅、秋葉原駅で乗り換えて、地下鉄日比谷線で

南千住駅へ。

７時３５分
南千住駅着。

ここは、荒川区。
出発点は、少し先の泪橋となる。

７時４７分

ここが、本日台東区の旅の出発点である泪橋（なみだばし）。
泪橋。何か訳ありの雰囲気がある。

ここで紹介
『江戸時代、小塚原（南千住駅そば）に犯罪者の刑場

であり、磔火焙り獄門が行われ牢内で斬首された首は
ここに運ばれて晒された。

小塚原は山谷地区の北端にあり、地区のはずれに
泪橋がかかっていた。刑場にいくにはこの橋をわたった。

これら泪橋は、罪人にとってはこの世との最後の別れの
場であり、家族や身内の者には、処刑される者との今生の

悲しい別れの場。お互いがこの橋の上で泪を流したことから、
この名が付けられた。』

今日は、最初から湿っぽくなってしまった。

泪橋から南千住方向を望む。
この方角を見て多くの人々が、別れを惜しんで泪したのだろう。

７時５２分
山谷地区に入る。正式地名は清川一丁目。

ここは、日雇い労働者や浮浪者が集まるドヤ街。
昔に比べて、だいぶ人が減った感じがする。

昔は、メイン道路にも人が溢れ、仕事を待つ者、
朝から焼酎を煽る者、喧嘩している者などで

非常に危険地帯であった。

泪橋の標識

山谷のドヤ街

泪橋から南千住方向を望む



『山谷ブルース 

１.今日の仕事はつらかった 

  ・・・・・ 
　今じゃ山谷がふるさとよ 

 

だれもが、ここへ来たくて来たわけではないと思うと

とても切なくなってきた。 

７時５６分 
東浅草２丁目。 

仲之町通りを右折し、吉原へ向かう。 

ここで紹介 
『山谷（さんや）は東京都台東区・荒川区にある寄せ場 

（日雇い労働者の滞在する場所、俗に言うドヤ街）の 
通称である。 

この町の簡易宿泊施設の殆どは素泊専門 
（食事などのサービスを提供せず、就寝できる場所 

のみを提供する宿の形態）である。 
内部の設備の差もあり、8人部屋などの多人数での 

ドミトリーを提供している所もある。』 

この辺一体、今でも簡易宿が多くある。 

通りがかると、裏道のコンビニの前で、
たくさんの人がたむろしていた。 

何やら、妖しい、怖い、雰囲気がある。 

１９６８年、フォーク歌手・岡林信康が日雇労働者の悲哀を歌った
『山谷ブルース』を発表した。 

この歌は、この山谷の世界を非常にうまく現している。 
そして、ここにいる人たちの心の叫びが聞こえてくる。 

簡易宿が並ぶ



８時０３分
吉原大門着。

ここで紹介
『吉原は、江戸時代に江戸郊外に作られた、

公許の遊女屋が集まる遊廓（吉原遊廓）。
吉原大門は、吉原歓楽街への正面玄関。

治安目的は勿論、遊女たちの逃亡を防ぐため、
出入はこの大門一箇所のみとされた。

江戸時代には黒塗り木造のアーチ型楼門が
建設され、明治期には2代目となる鉄門が

築かれたが、1911年の大火で焼失。
関東大震災を機会に撤去された。

現在は吉原大門の交差点名が残る。 』
現在も継承している。

８時１０分

吉原神社。
とてもこっじんまりしている神社である。

ここも訳ありの感あり。
ここで紹介

『1872年（明治5年）新吉原四隅に祀られていた
稲荷祠を合祀し、吉原遊郭の鎮守として創建。

1835年（昭和10年）弁財天を祀る吉原弁財天祠
を合祀。』

８時１３分

台東区立台東病院。
ここも訳ありの感あり。

『東京都立台東病院は、かつて存在した日本の医療機関。
東京都が運営する病院であった。旧東京都立吉原病院。

1911年2月1日、娼妓の治療をなすため、警視庁が吉原
遊廓ほか5カ所に警視庁病院を設けたのが始まりである。

1942年に東京府に経営移管。
2004年3月に廃止となった。

跡地は台東区が取得し、2009年に台東区立台東病院が
建設された。』

ここも、昔、遊女の悲しみの場所であったのだろう。

今は、元気に台東区循環バス めぐりんが走っている。

８時１８分
吉原弁財天。新吉原花園池（弁天池）跡 。

雰囲気からして訳あり。
『１９２３年（大正１２年９月１日）に関東地方を

襲った大地震、「関東大震災」があります。
遊郭の大門は 今とばかりの隙に逃げ出す

遊女を閉ざすため、締め切られました。
遊郭内で起きた大地震による火災。

遊女たちは 逃げ場を失い、吉原弁財天内に
あった池に次から次へと、熱風から逃れるために

飛び込んだそうです。
溺死者その他遊郭内の死者は、４９０人にも

及んだそうです。』

吉原大門の交差点

吉原神社

台東区立台東病院

台東区循環バス めぐりん

弁天祠の壁に東京芸大、武蔵野美大、多磨美大の
学生及び卒業生によって描かれた天女。



神社内は、とても重苦しく、異様な雰囲気を持っていた。

絶句。
泪橋、山谷、吉原。
自分ではどうしようもできない
悲しみ運命を背負った人たち。

我々は、決して目を背けては
いけない事実がここにある。

８時２５分
千束三丁目。
パリの街並にこんな景色（Ｙの字の交差点）
あった様な。（ムードは全然違うが・・・）

浅草千束通りに入った。
出発してから、一回も地図を見ていない。
（見る必要がない程、道がわかっている。）

８時３０分
浅草ひさご通り。

いよいよここから浅草を一周する。

先ずは浅草を紹介
『大勢の観光客で賑わう浅草。その歴史は古く、江戸開府のはるか

以前から、浅草寺の門前町として栄えてきた。
明暦の大火をきっかけに吉原が浅草裏手に移転してくると、
町人文化が流入して江戸随一の歓楽街に発展。
明治時代には興行街「六区」が形成され、芝居小屋や映画館が
集まる娯楽の街となった。
戦後は急激に衰退したが、浅草演芸ホール、浅草花やしきと
いった老舗の娯楽施設は今も健在。』

大震火災殃死者追悼紀念碑碑 『この廓や月雪花も三菩薩』

大震火災殃死者追悼紀念碑。

浅草千束通り

小生の浅草一周の出発点
ひさご通り



六区ブロードウエイ
昔は映画街であったが、今は再生中

ひさご通り
一杯飲み屋やお土産屋がある

新仲見世通り
仲見世の新バージョン

雷門通り
浅草のメイン通り

浅草演芸ホール
落語、漫才、手品、非常に面白い

老舗ロック座
高専３年でデビュー

オレンジ通り
カップルを乗せた人力車が行く

◆浅草一周の旅
ひさご通り～雷門通り



大衆食堂 まえ田
燦和会より行きつけに

浅草神社
三社祭りが有名

五重塔
均整の取れた美しい姿

雷門
風神、雷神が睨み付けている

浅草大衆劇場 木馬座
橘劇団の夏の演劇祭り公演中花やしき

遊園地の元祖

◆浅草一周の旅
雷門～花やしき

浅草寺 観音堂
朝から参拝者多数

浅草 宝蔵門
迫力のある建造物

仲見世のお店
外国人で賑わっている



ここで、紹介
雷門

『門に向かって、右側に風神、左側に雷神が配される、朱塗りの山門である。
門の中央には、重さ約700Kgの提灯が吊りさげられており、浅草の

ランドマークとなっている。』

浅草寺
『浅草寺（せんそうじ）とは、東京都台東区浅草二丁目に

ある東京都内最古の寺である。
山号は金龍山。本尊は聖観音菩薩。

元は天台宗に属していたが第二次世界大戦後独立し、
聖観音宗の総本山となった。

観音菩薩を本尊とすることから「浅草観音」あるいは
「浅草の観音様」と通称され、広く親しまれている。』

浅草神社

『社伝によれば、推古天皇36年（628年）、檜前浜成・武成の兄弟が
宮戸川（現在の隅田川）で漁をしていたところ、網に人形の像が

かかった。
兄弟がこの地域で物知りだった土師真中知に相談した所、

これは観音像であると教えられ、二人は毎日観音像に祈念
するようになった。その後、

土師真中知は剃髪して僧となり、自宅を寺とした。
これが浅草寺の始まりである。

土師真中知の歿後、真中知の子の夢に観音菩薩が現れ、
そのお告げに従って真中知・浜成・武成を神として祀ったのが

当社の起源であるとしている。
実際には、平安時代の末期から鎌倉時代にかけて、

三人の子孫が祖先を神として祀ったものであると考えられている。
ご神体として一般の人間（漁師と僧侶）を祀っている為、神社の格

としては江戸一低いといわれている。
明治の神仏分離により浅草寺とは別法人になり、

明治元年に三社明神社に改称、明治5年に郷社に列し、
明治6年に現在の浅草神社に改称した。』



浅草ビューホテル
浅草一の近代的ホテル

お店の看板
全店統一フォーマット

料理器具専門店
大きなものから小さなものまで

店の上のお人形
見上げないとわからない

白衣ユニフォーム専門店

なんでもあり

瀬戸物専門店
すごい数

かっぱ橋道具街
全てが問屋

浅草通り

稲荷町、上野へ向かう

◆浅草一周の旅
浅草ビューホテル～かっぱ橋道具街



ここで、紹介
かっぱ橋道具街

『合羽橋（かっぱばし）とは、台東区西浅草 - 松が谷地区にある、
食器具・包材・調理器具・食品サンプル・食材・調理衣装などを
一括に扱う道具専門の問屋街の事である。
日本一の道具街であり、かっぱ橋、合羽橋道具街、
かっぱ橋道具街とも呼ばれる。』

９時２２分

かっぱ橋道具街を通り抜け浅草通りに出る。
ここは元浅草四丁目。

ここで、浅草の旅は終わる。約一時間。
浅草通りを稲荷町を通り、上野駅に向かう。

たいへん洗練された道になった。

９時３０分
地下鉄銀座線 稲荷町駅。
外身は、非常に近代化された。

この辺は、仏壇屋さんが多い。
新旧いろいろなタイプのお店がある。

ビルの合間に下谷神社有。
由緒が有りそう。
『古くは下谷稲荷社、下谷稲荷明神社と

呼ばれていた。
東京地下鉄銀座線の稲荷町駅にも名を

残す旧町名稲荷町は、この神社があった
ことからついた町名である。』

台東区区役所。

きれいで立派。
ここでも、台東区循環バス めぐりんがいた。
どこのバス？
リアアクスルシャフトフランジ面の
ＨＩＮＯマークからポンチョと判明。

地下鉄銀座線 稲荷町駅

新 仏壇屋さん

ビルの合間の
旧 仏壇屋さん

下谷神社

台東区役所

台東区循環バス めぐりん
日野ポンチョ



９時４０分
上野駅 正面玄関口着。
建物は、昔のまんま。懐かしい。

つい、口ずさんでしまう。
『井沢八郎 ああ上野駅

♪どこかに故郷の 香をのせて
入る列車の なつかしさ
上野は俺らの 心の駅だ
くじけちゃならない 人生が
あの日ここから 始まった』

おいらの思い出は、冷凍ミカンとビニール容器のお茶、
そして真中にカリカリの梅干とゴマ塩がふられた駅弁
（おかずが思い出されない、寂し～い）。

そして、学生の時、母親と喧嘩して家を飛び出した冬の夜、
長岡へ帰る途中ラーメンを食べた地下街がある。

中央改札口の雰囲気も昔のまんま。
今日の地上駅には、特急草津が止まっていた。

上野は俺らの 心の駅だ。

さて、ここから線路沿を歩いて鶯谷に向かう。
上野駅の周りを見渡すと、やはり近代化されている。

９時５０分
上野駅東側の道を歩いている。
初めてきたが、なかなか良い雰囲気である。
日差しが強く、だいぶ熱くなってきた。

１０時０８分
電車の折り返し退避線に特急スーパーひたち
Ｅ６５７が休憩していた。
近くで見ると、たいへん精悍な顔をしている。
ここは、上野７丁目。

１０時１２分
鶯谷駅近くの陸橋上。
鉄道ファンには、魅力的な光景（複々々々々線）が見られる。
新幹線が開通する前は、ここは特急電車、寝台列車が花盛りであった。

１０時２０分
根岸１丁目。
うぐいす谷ホ○ル街に入ってしまった。
赤面しながら足早に通り過ぎる。

１０時２２分
鶯谷駅通過。
ちっちゃい駅でんな。
さらに路地裏を通って日暮里方面に向かう。

上野駅 正面玄関口

ラーメン屋がある地下街入口

昔のまんまの中央改札口

上野駅の周りは近代化

上野駅東側の道

特急スーパーひたち休憩中

鉄道ファン 魅力的な光景

根岸１丁目 鶯谷駅



１０時３５分
谷中寺町に渡る陸橋に着いた。

真下は、常磐線日暮里駅で荒川区。
この陸橋が、区境となる。

１０時３７分

陸橋を渡ると谷中墓地の真ん中に入る。
お墓だらけである。

そこで谷中寺町を紹介
『現在この一帯は計１２０ヶ寺の境内と

谷中一帯の三分の一を占める谷中墓地、
それに住宅地と商業地から構成され、

都内でも数少ない寺町として知られる。』

先ずは、代表的なお寺へ
天王寺

『護国山天王寺は、もと長燿山感應寺尊重院という日蓮宗寺院として、
鎌倉時代に創建され、9ヵ院を擁する本寺でしたが、不受不施派に

対する禁令により天台宗に改宗しました。
享保年間には富くじ興行が許可されたことで賑い、湯島天満宮、

目黒不動龍泉寺とともに江戸の三富と称されるほどに賑わって
いましたが、上野戦争では、当寺に彰義隊の分営が置かれたこと

から、本坊と五重塔を残して堂宇を全て焼失、さらに昭和32年の
放火心中事件で五重塔を焼失しました。

谷中七福神の毘沙門天が祀られています。』

とにかく、お寺が多い。３０ｍ歩くと必ず隣のお寺に付く。
下記、赤字、黒字は、お寺

１２０の寺院を周っていたら、夏休みが終わってしまうため、
そろそろ谷中寺町を置賜しようと思う。

三崎坂を登って、上野公園・東京藝術大学を目指す。

１１時１７分
下町風俗資料館付設展示場 旧吉田屋酒店。

『下町風俗資料館付設展示場は、明治43年に建てられ、
昭和61年（1986）まで谷中6丁目で営業していた「吉田屋酒店」を

移築した展示場です。前土間、揚戸の出入口など江戸商家の
建築様式を伝える貴重な建物です。館内には、酒を量売りして

いた時に使用した大きな棹秤、枡、樽や徳利、宣伝用ポスター
などの資料を展示しています。』

中に入ると、昭和の面影。ポスターも懐かしい。

一斗ビン＝一升の十倍＝１８リッター
昔の人は、これで晩酌していた？ スゲー。

谷中寺町に渡る陸橋 真下は常磐線日暮里駅

道は全て谷中墓地内

天王寺

１２０のお寺

旧吉田屋酒店

三崎坂

一斗ビン



１１時２０分
上野公園入口 東京藝術大学。

右が美術学部、左が音楽学部。
何か魂を揺さぶる雰囲気。

ここから上野を大きく一周する。

先ずは紹介
『上野恩賜公園 通称上野公園は、「上野の森」とも呼ばれ、武蔵野台地末端の舌状台地「上野台」

に公園が位置することから、「上野の山」とも呼ばれる。総面積約53万m2。東京都建設局の管轄。
東京国立博物館、国立西洋美術館、国立科学博物館、恩賜上野動物園などの文化施設が集中

して立地している。また彫刻家高村光雲作の西郷隆盛像があることでも知られる。
高台となっている忍ヶ岡は、近世からの桜の名所としても有名であり、日本さくら名所100選に

選定されている。また、忍ヶ岡の南に位置する不忍池は、夏には池の一部を覆い尽くすほどの
蓮に覆われ、一面の緑の葉と桃色の蓮の花が美しい。』

旧東京音楽学校奏楽堂
東京芸術大学音楽学部の前身である東京音楽学校のオーディトリウム(演奏会場)として

1890年（明治23年）に建設された。
中央家と翼家からなり、奏楽堂とは中央家2階にある講堂兼音楽ホールのことであるが、

今日建物そのものの名称となっている。

◆上野一周の旅
東京藝術大学～
東京都立美術館

東京藝術大学

東京藝術大学
音楽学部正門

東京藝術大学
旧東京美術学校玄関

旧東京音楽学校奏楽堂
紹介 下記

東京藝術大学
日本最古の博物館（明治５年）

東京都立美術館
モダンな建物



上野大仏
上野大仏は、現在の東京都台東区上野恩賜公園内に

あった大仏。像高約6メートルの釈迦如来坐像だった。
度重なる罹災により損壊し、現在では顔面部のみが

レリーフとして保存される。

パゴタ

同じく丘陵上の正面にある建物は「パゴダ」（仏塔のこと）と
よばれている。観光連盟が上野公園の名所のひとつとする

ために建設したもので、昭和四十二年三月着工、同年六月に
完成した。高さ十五メートル、内部には中央に薬師如来、

左側に月光菩薩、右側に日光菩薩を安置している。
この薬師三尊像は、江戸末期まで東照宮境内にあった薬師堂

の本尊で、明治初期の神仏分離令によって寛永寺に移管、
さらにパゴダの本尊として迎えられた。

◆上野一周の旅
小松宮像～上野大仏

小松宮像
皇族 日清戦争では大総督

桜並木の幅広い道が続く

大道芸人のあんちゃん
まだ、見習い？ 上手くない 上野大仏

紹介 下記

トーテン・ポール
1964年に上野ライオンズクラブが
都民の平和と繁栄を願ってが建立

ストリートシンガーのおばあちゃん
まだ、見習い？ 上手くない

上野にはいろいろな人がいる

パゴタ
紹介 下記

在りし日の上野大仏
インターネットより



◆上野一周の旅
花園稲荷神社～水上音楽堂

不忍池
上野恩賜公園の南端に位置し周囲は約2km、全体で約11万m2。

現在の不忍池は、その中央に弁才天を祀る弁天島（中之島）を配している。
また、池は遊歩のための堤で3つの部分に分かれており、それぞれ、

一面が蓮で覆われる蓮池、ボートを漕いで楽しむことのできるボート池、
上野動物園の中に位置しカワウが繁殖している鵜の池の3つである。

花園稲荷神社・五條天神社 入口
いくつもの鳥居が不思議な世界

への入口みたい

すずめとおじさん
おじさんの手の餌をすずめが

食べている

ボート池
老or若のカップルがボートを

蓮池
白い蓮の花がとても綺麗

水上音楽堂
涼しげな雰囲気

花園稲荷神社
本殿は古いが、飾りが賑やか

弁財天の弁天堂
何か中国風の建物

五條天神社
静寂で重厚な雰囲気

弁天様のルーツはヒンドゥー教
の女神『サラスヴァティー』

インターネットより



◆上野一周の旅
下町風俗資料館～正岡子規記念球場

Ｑ. 西郷さんはどこを見ていますか？

Ａ. カラオケ ビックエコーです。

下町風俗資料館
白黒テレビ、足踏みミシン、柱時計

全てが懐かしい

正岡子規記念球場
子規は野球が大好きで

捕手をやっていた

西郷隆盛像
愛犬のツンを連れている

上野恩賜公園碑
ここが上野公園の正面玄関

寛永寺 清水観音堂
上野の山にある最古の建造物



◆上野一周の旅
国立西洋美術館～上野駅 公園口（終点）

１２時５０分
上野駅公園口。

１時間３０分の上野公園の旅は終わった。
こんなに隅々まで丁寧に周ったのは初めて。

新たな発見が多くあった。

１２時５５分

出発。
アメヤ横丁を通り、御徒町に向かう。

上野駅横の坂を下る。

聚楽もずいぶん近代化されたなあ。

国立科学博物館
日本の博物館の指導的立場

国立西洋美術館
建物で世界遺産をめざしている

野口英世像
お誕生日は１１月９日

（小生と同じ）

上野駅 公園口
今回の上野の旅の終点

上野駅横の坂

聚楽



１２時５９分
アメヤ横丁進入。

相変わらず人が多い。
お店の人の商品を紹介するダミ声が飛び交う。

値切るお客の声もしている。

下町固有の活気がみなぎっている。
ここにいるだけで元気が出る。

ここで紹介

『アメヤ横丁は、御徒町駅 - 上野駅間の山手線の
高架橋西側と高架下に沿った長に伸びる商店街を指す。

街並みの規模は、およそ400メートル。2010年時、400軒
以上の店舗で構成されている。

現在は食品（主に魚介類や乾物）、衣類、雑貨、宝飾品
などの店が業種ごとに集中している。

特に年末には正月用の生鮮食品などを買い求める人
たちでごった返し、普段は商店街の端から端まで歩いて

十分程度のところがこの時期は数十分を要するほどの
様相を呈す。』

１３時０７分

御徒町駅（おかちまちえき）
下町そのものの駅。

ここも人が多く、活気がある。
皆、どこへ行くのかな。

このまま、線路沿を直進し、次の目的地、鳥越神社を目指す。

ガード下の魅了的な飲み屋街が続く。
腹が減ってきた。

仲の通りを左折する。

１３時２０分
店構えから美味そうなラーメン屋さんに入る。

やはり、食べ物屋さんは、見た目が肝心。

白胡麻担々麺を頼む。￥８５０
ライスはサービスだが、今日は止めた。

（従兄弟の叔母さんに腹が出ていると言われたため）

旨～い、辛～い、暑～い、でも美味～い。
白胡麻と油の絡み合い。

ちょっと変わった味、パクチの様な味がする。
大満足。

アメヤ横丁入口

人 人 人

生ガキにビールを楽しむ人
うまらやしい

御徒町駅

ガード下の魅力的な飲み屋街

白胡麻担々麺

美味そうなラーメン屋さん



１３時４２分

出発。ラストラン。
蔵前通りを隅田川方面に進む。

１３時５０分

鳥越一丁目。
任天堂のビルがある。本社？

いや違う、本社は京都だ。
任天堂東京支店・浅草橋ビルである。

１３時５２分

鳥越おかず横丁
『おかず横丁は延長230メートル、そのほとんどが

日用食料品を取り扱う最寄品店の連なりから
なる商店街です。 明治末期から大正年間に

かけては転々と散在していた店舗が震災後の
市区改正を機に大きく発展してきました。

個々鳥越はもともと町工場が多く盛んでした。
そこで、忙しい共働きの家庭では、この横丁で

『おかず』を買い求め、家ではご飯を炊きさえすれ
ば食事ができる便利さから横丁は繁盛しました。

現在は近隣の主婦や会社員、夏にはカキ氷など
を食べにくる子供、また遠方の「ここの味が忘れら

れない」といった各店のファンの方々がおかず横丁
を賑わせています。』

実は、このおかず横丁には、従兄弟の女性（７８才 腹が出ていると言った人）

が住んでいる。２日前、一族の田舎水戸にいっしょに行っている。
今日は、寄らず。

１３時５８分

鳥越神社。
ここで紹介

『鳥越神社は、白雉2年（651年）、日本武尊を祀って白鳥神社と
称したのに始まるとされ、前九年の役のおり源義家がこの地を

訪れ鳥越大明神と改めたと伝えられている。
例大祭に出る千貫神輿は都内最大級を誇る。

例大祭（鳥越祭、鳥越まつり）は、例年6月に開催される。』

６５１年？凄い古い神社ですね。びっくり。

１４時０５分
蔵前一丁目。

ここで、大きく右折。最後の地、
浅草橋・人形問屋街を目指す。

１４時１２分

人形問屋街。
途中、榊神社を通過。

蝉の声が凄い。金鳥の夏、日本の夏。
人形問屋、人形屋さんがいろいろある。

浅草橋は人形の街である。

鳥越のおかず横丁

鳥越神社

浅草橋・人形の街



 評価項目
主

観

的

評

価

客
観
的
評
価

5
清潔感
文化

第一印象
活気

あたたかさ
センス

点数
4
5
5
4
3

合計 44

5
4
5
4

芸術
技術

伝統
自然

１４時２０分

浅草橋駅着。ゴール。
暑ち～。足がオーバーヒートしている。

日野の実家へ行く時間１７時までに時間があるので、
駅前のドトールコーヒーでクールダウンする。

落ち着いた。
今日のデータ整理も行う。

改めて、本日の結果

総時間６時間４５分、総走行距離２３ｋｍ。
良く歩き、良く観察し、良く考えた。

台東区を改めて、一気通貫で歩いたが、素晴らしかった。

昔のまま、あるいは近代化して、小生を迎えてくれた。

そして、１７時、日野の実家で、義父、義従兄弟、家内と
冷たいビールが、小生を迎えてくれた。

５.自身思っていることに対するフィードバック
１）２３回/年の徒歩の旅は、回数的にも大きなチャレンジとなる

→２３区には２３色の色がある。回数ではない。一回一回を大切にしたい。

２）最新のモバイルパソコン導入により移動中の生情報ブログ作成にチャレンジする
→一体化してきた。

３）有言実行、周りにやるぞと言ってしまった、もう逃げられない
→逃げる場所が無くなってきた。

４）田舎のおじさんは少しは都会的センスが磨かれるだべか
→ばっちり磨かれてきた。

５）自分なりの日本の心を構築していく
→東京の心がついてきた。

-1

1

3

5
第一印象

活気

あたたかさ

センス

清潔感

文化

伝統

自然

芸術

技術

点数

５：良い：

４：まあ良い

３：普通

２：あまり良くない
１：悪い

台東区
合計４４点

４．旅後の台東区区の印象
１）評価

２）全体を通し
今回の徒歩の旅は、台東区の思い出と再発見の旅であった。
泪橋の悲しみを知った。山谷の切なさを知った。吉原の深い悲しみを知った。
浅草を隅々まで再確認ができた。上野は知らないことばかり、改めて懐の深さを知った。

下町は小生の人間構成上、かけがえのない故郷であることを再確認した。

ゴールの浅草橋駅


